
様式１（特別支援学校）

【特別支援学校用】

令和６年度学校評価 結果

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童生徒一人一人のニーズに応じた
指導・支援による確かな学力の定着

○授業への取り組みが向上した（理解度、授業
を受ける態度など）と感じられる児童生徒70％以
上
○家庭学習の定着: 課題に取り組み、提出する
児童生徒70％以上
〇「個別の指導計画における自立活動の指導及
び評価が適切に行われた」と回答する教員70％
以上

・児童生徒に合わせた学習環境や学習形態などの工夫（ICT機
器の効果的な活用や活動内容・時間の調整など個別の対応を
可能な範囲で実施）
・自分で取り組むことができる課題の提供
・自立活動に関する専門性向上に必要な校内研究及び職員研
修を設定し、効果的な指導及び評価を行う

A

・児童生徒の授業を受ける態度など、取り組み方が向
上したと回答した教職員は100％。保護者83％
・100％に近い家庭学習課題の提出ができた。
・「個別の指導計画における自立活動の指導及び評価
が適切に行われた」と回答した教員が92％。 A

・保護者評価83％で比較的高い評価を受けている。
・高評価が得られて素晴らしいと思う。少人数の指導を行っているか
らこそ、一人一人の真のニーズにも着目することを大切にしてほし
い。
・教員、保護者、共に高い評価であるが、児童生徒自身がどう感じて
いるのかの観点も大切と感じる。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○他者との接し方を含めた生活態度が向上した
児童生徒60％以上
○自分の行動を振り返ったり、思いを適切に話
せるようになったりした児童生徒60％以上

・学校生活の様々な場面で、教師が手本となる言動を示す
・児童生徒の思いを表出しやすくなる場の設定や関わり方を行う

A

・「児童生徒は、他者との接し方を含めた生活態度が向
上した」と回答した教員が100％、保護者が78％。
・「児童生徒は、うまくいかなかったことを振り返ったり、
自分の思いを適切に話せるようになった。」と回答した
教員100％、保護者74％。

A

・実施結果で７０％以上確保され、指標は達成されている。
・生活環境などの背景により、様々な難しい面があると思うが継続し
て取り組んでほしい。
・障害特性上、一番難しい内容であるが、力を入れ取り組んでほし
い。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめの防止や対応等を理解し、組織的に行
うことができていると回答した教員100％。

・いじめに関する研修を年２回以上実施
・いじめの覚知・認知の観点から、児童生徒の様子を正しく見取
り、教師間の情報共有を密に行う

B

・「いじめの防止について理解し、組織的に対応した」と
回答した教職員77％、保護者97％。

B

・引き続き児童生徒の心理的ストレス解消に努めてもらいたい。
・迅速な対応を心がけてるようお願いしたい。
・職員はもちろん、児童生徒にも様々な場面で指導する機会を設ける
ことが好ましい。

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童生徒80％以上
●「将来の夢や目標をもっている」について肯定
的な回答をした児童生徒80％以上

・各種体験活動では、児童生徒に活動の見通しと学びの振り返
りを行う活動を仕組む
・個別の各種計画に本人及び保護者の希望やニーズを反映さ
せる
・中学部における進路指導の充実　(職場体験、見学、高校説明
会等の実施）を図る

A

・各種体験活動は、ほぼ計画通りに実施することができ
た。
・各学部の行事でキャリアパスポートを活用して振り返
り、自分を見つめ直すことができた。
・校外学習等では、働く人に「どうしてこの職場や職業を
選択したのか」問うことができた。
・職場体験、高校説明会等計画的に実施することがで
きている。

A

・全員が施設入所のため、体験活殿制限は大きいと思うが、積極的に
取り組んでほしい。
・児童生徒本人が手ごたえを感じるよう取り組んでほしい。

●健康・体つくり

●望ましい生活習慣の形成 ●毎食後に「自分から歯磨きを行っている」と回
答する施設職員80％以上

・歯の健康に関する意識向上を図る取り組みの実施
・保健だよりの定期的な発行

A

・「歯の健康を意識して歯磨きをしていた。」と回答した
教員92％、保護者91％。
・長期休業前に保健だよりの発行をした。

A

・全身疾患に関わる歯の健康を取り上げていることに感心した。
・衛生面や環境面に意識が向く配慮がなされている。
・目的意識をしっかり維持しながら今後も継続して取り組んでほしい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
●時間外在校等時間を前年度より減らす。
●年休14日以上の取得。

・毎週金曜日を定時退勤に設定
・学校閉庁日を５日間設定する
・会議内容の事前周知や資料の精選による会議回数や時間短
縮
・年休の取りやすい環境を醸成する

A

・時間外在校等時間は、年度前半は昨年度比で増加傾
向だったが、後半は減の傾向となっている。
・「時間外在校等時間の上限（一月45時間）内で業務を
行ったか」に対する職員の平均評価3.8。 A

・大変な業務の中ですが、先生方の自身の健康管理も大切にしてくだ
さい。
・児童生徒と向き合うためにも、心身の健康や業務の在り方に配慮し
てほしい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○関係機関との連携の推
進

○児童相談所や関係学校、好学舎との
連携強化

○児童相談所との情報共有のケース会等の１回
以上の開催

・好学舎との細やかな情報交換、情報共有の実施
・児童相談所への連携強化のための啓発（ケース会開催の依
頼）

B

・全児童に対して、関係機関を交えてのケース会を行う
ことができた。
・好学舎職員との合同会議、毎日の情報共有を行うこと
ができた。
・「転出入時に引継ぎができた」と回答した教員が77％。
引継ぎ自体は行っているるが、今後もより良い引継ぎと
なるよう工夫を行っていく。

A

・保護者と学校の関係よりも児相を含めた関係機関との連携が重要
だと感じた。今後も関係機関との連携推進に努めていただきたい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

・目標を達成した項目については、今後も取り組みを継続しつつ更なる進化を図っていく。
・児童生徒、教職員が安心して充実した学校生活を送ることができるよう、学校環境づくりを行っていく。
・児童生徒に対し、教職員間での情報共有、指導法の共有などの徹底を図る。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

５　総合評価・

　　次年度への展望

学校名 佐賀県立唐津特別支援学校好学舎分校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

・目標を達成した項目については、今後も取組を継続し維持しつつ、さらなる深化を目指していく。

・生活態度の向上に関しては、分かりやすくルールを示して粘り強く進めていきたい。

・転入生だけでなく、在校生も適切な指導及び支援について随時見直したい。

児童生徒一人一人に応じた教育活動を通して、子どもたちのもつ可能性をできる限り広げ、校訓にうたっている「明るく元

気に生きる力」「心豊かに生活する力」「たくましく自立し社会に参加する力」を育むとともに、他人を思いやることので

きる児童生徒を育成する。

①　児童生徒の自立と社会参加を目指した教育活動の推進に努める。

②　児童生徒のこれまでの成育歴や障害特性に配慮しながら、教職員が教育目標、教育活動について意思統一を図る。

③　分校に通う児童生徒の指導・支援について、教職員の専門性の向上を図る。

④　児童心理治療施設「好学舎」等の関係機関と連携し、支援体制の確立を図ることで学校運営を円滑に遂行する。

⑤　業務および組織の見直しを常に行いつつ、働き方改革の推進に努める。

重点取組
具体的取組

●心の教育

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

３　本年度の重点目標

最終評価 学校関係者評価

学校関係者評価最終評価


